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では、「ボーングローバル企業」（Born Global Company、BGC と略記）は、年数・規模の差
異よりも共通要素としての組織マネジメントや経営者の国際性重視の観点から、McDougall, 
P.P, Scott, S., Benjamin, M. & Oviatt（1994）の「設立当初より複数国資源と製品販売から競
争優位性を構築する企業」と定義する。また、派生形態の「ボーンアゲイン・グローバル企
業」（Born again Global Company、BaGC と略記）は、BGC の「生まれながらのグローバル
企業」に対して「生まれ変わったグローバル企業」ともいわれる。ベルらは「長く国内事業
に従事後、ある時から突然海外事業を開始すると急速で集中的国際化を推進する企業」（Bell, 
McNaughton, & Young, Crick,2003; Michael Sheppard & Rod McNaughton,2012）と規定し
ている。この規定は広く使われていることから、本研究での定義とする。さらに、Julia らは、
企業国際化形態は、グローバル企業だけでなく、新たにリージョナルな展開企業の視点の必要






















いる（Bell, J., McNaughton, R., & Young, S., 2001）。Rialp たちは、設立後、長い時間を経た
後、多くの中小企業は、速度が遅く、漸進的な国外展開する企業を伝統的中小企業と呼んでい




















図：ボーングローバル Born Globals 論の概念図
出所：琴坂（2014,2017）; Knight & Cavusgil（1996）; 中村（2013）; Bell, et al.（2001）; Rialp, et al.（2005）; 
Scheibner（2010）; 遠原（2012）; 岩崎（2018）; McDougall & Oviatt（1994）等にもとづいて著者作成
3．ボーングローバルに関する先行研究
3.1　世界のボーングローバルに関する研究
　Tamer, S. C., Gary,A.K.（2009）は、BGs の先行研究に関する主要論文の見解と主要テーマ




　1 つ目の BGs の全般的特徴に関する研究は次のとおり。① BaGC の特徴について、BaGC は
国内市場に以前は焦点を当てていた企業が、突然、国境・地域を越えて事業に乗り出す企業で





象である（Bell et al. 2001）。カナダのBGCとBaGCの有意な差は、従業員数ではBaGCが大規模、
利益に占める研究開発費比率は BaGC が低い（Michael, S., & Rod, M.,2012）。BaGC はグロー
バル化に成功した国内ベースの中小企業の特殊なケースであると述べている（Bell, et al,2003;
中村 ,2012）。② BRC の特徴について、従来の BGC 研究者は地理的特殊性を重視した研究を行っ
てきたとはいえないと述べている（高井 ,2008; 中村 ,2008）。Alan M. Rugman らの研究では、
世界企業の売上高順位上位の地域別売上では、380 社中 320 社は本社所在する 1 地域に平均し
て売上高 80％が集中している。多くの多国籍企業は 1 又は 2 地域に売上高が偏在している点で、
グローバル企業でなくリージョナル多国籍企業が主流である（上田 ,2014）。企業国際化形態は、
「ウプサラモデル、BGC、BaGC、BRC」である（Julia, V. F.,2019）。BGC の大半は真のグロー
バル活動をしていなく、実際は BRC である。研究者の中にはグローバルな規模の問題を取り
入れた定義提唱しているが、まだ議論段階である（中村 ,2012）。コスタリカのソフトウェア産
業の大半は BGC ではなく BRC である。欧米市場参入でなく近隣ラテンアメリカ諸国への国際
展開である（Luis, E.L., Sumit, K.K.,& Lusiano,C.,2009）。BGC と BRC の企業規模で違いが見ら
れない（Sara, M. H., Emilia,R. N.,& Daniei, T., 2019）。ポーランド BRC は主に EU 域内で増加
している。BRC 企業数は伝統的国際企業や BGC より多い（Marek, M. & Krzysztof, W.,2019）
と述べている。
　2 つ目の資源ベース論やケイパビリティ論で説明される BGC の研究は次のとおりである。
①資源特性の活用能力としては、持続的競争優位性構築にコンピタンス / ケイパビリティが
重要である（Barney,2002）。人的 ･ 組織的な資本資源は成功に重要な影響を付与する（Rialp, 
A.,& Rialp,J.,2006）。ダイナミック ･ ケイパビリティの戦略的組合せを開発すべきである
（Weerawardena,M.,& Liesch,K.,2007）。優位性は資源が不均等に横断配分される時に生じる
（Karra,N., Phillips,N., & Tracey, 2008）。資源ベース論の持続的競争優位性は企業の内部資源に
根ざしている。目に見えない技術・マネジメント等の暗黙知をベースとした無形資源は必要条
件ではあるが十分条件ではない（中村 ,2008）。資源ベース論では、経済的価値を有する value、
希少性ある rarity、模倣困難な inimitability、経営資源を活用できる組織 organization の頭文
字「VRIO フレームワーク」の重要性を述べている（中村 ,2013a）。②起業家精神志向につい
ては、マーケティング戦略と連結して技術獲得 ･ 国際対応 ･ 外国市場参入に注力すべきである
と述べている（Knight,G.,2001）。起業家精神は BGC 経営者だけが有するものではない。ロー
テクで設立年が古い企業の経営者も起業家特性を有する。国際起業家精神は誰でもどこでも発
揮できるわけでない。欧米 ･ 東アジアやそれに準じた都市 ･ 地域に限定していると指摘してい
る（Oviatt,B., & McDougall,2005）。起業家精神の特質（積極性 ･ 革新性 ･ リスクテイキング）
と補完局面は各々別に扱うべきである（Zhou,2007）。起業家の教育程度が高いほど成長性が大
きい（中村 ,2013a）。経営者は外部環境変化の中で企業家志向性（EO）を国際 EO に転化させ
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て国際化を実現させている（山本 ･ 名取 ,2014）。豊富な国際経験と知識を持ち起業家精神旺盛
な起業家出現の重要性を指摘している（角田 ,2018）。
　3 つ目の国際ビジネスネットワーク論で説明の BGs は次のとおりである。①初期の研究につ
いては、外国市場でのチャンスの意識は社会的な絆を通じて獲得されると指摘している（Crick 
& Jones, 2000）。国際ビジネス経験の起業家により創業され、国際的顧客やコンタクト先のネッ
トワークを開発している（Crick & Jones,2000）。供給業者 ･ 顧客との外部ネットワークは国際
業績に対する主要な貢献である（Yeoh,P.,2000）。②近年の研究については、ネットワークの繋





の獲得 ･ 動員 ･ 開発をもたらすと述べている（Coviello,N.,& Cox, M., 2006）。










　世界的に BGC の起源は 1985 年といわれる中、日本では 1955 年頃には既に存在しており、
戦後復興期に世界市場に起業・新規参入する日本企業の活躍する姿が見られた（諏訪 , 2014）。
しかし、日本における BGC 研究は近年着手され、未だ途上にある（諏訪 , 2014）。2000 年代
後半以降、中村久人を中心に BGC 研究は様々な側面から深められてきた。BGC は産業として
最初から世界市場が存在するハイテク産業や自国市場が小さいために海外展開すると言われて
きた。近年では BGC は多様な産業で、しかも母国市場の規模に関係なく多様な国から生まれ
ている。日本でもサービス産業から製造業まで幅広い分野で BGC が台頭してきている（高井 , 
2019）。一方で、甲斐田他（2014）は、日本では BGC は生まれにくいと指摘する。新しく出
現する企業の 4 割が BGC といわれるフィンランドと日本 BGC との比較の結果、フィンラン
ドは、地域的特性に加え官民産学の四位一体政策（技術 ･ 資金援助政策、充実した教育による
人材育成等）、国際的起業家精神が特徴的で、起業家精神は国際的革新性 ･ リスクを恐れない
組織文化と結びついている（角田 , 2018）。一方、日本の起業活動は、他の G7 諸国と比べ起業
活動指数 TEA1 が最も低い。2001 年から 10 年間の TEA 平均で日本は成人人口 100 人当たり
1 総合企業活動指数 TEA: Total Early-Stage Entrepreneurial Activity では成人人口 100 人あたりの起業家数。
GEM: Global Entrepreneurship Monitor において起業活動の水準を示す代表的指数として TEA を活用。
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約 3 人（2.9%）が起業活動に従事しているが、米国では約 10 人（10.3%）、日本に次いで低い





























　本項は国際中小企業発祥の欧米の BGs 研究から日本の BGs 研究の足掛かりとするための事
例研究である。LAN 専業メーカーの「アライドテレシス」は 1987 年創業、同年海外進出して
いる。技術レベルの高い国で開発し、コスト競争力の強い国で生産し、市場の大きい国で販売







身の丈に合った等身大経営が競争優位性を持続している（高井 ,2007）。1969 年創業、1982 年
海外進出の「日プラ」は水族館建設で圧倒的シェアを握る企業である。高い技術力と経営者の
動物的勘で海外展開に活路を求めた。フラットな組織構造、多能工による製造 ･ 営業一貫体制、
定年撤廃雇用が強みである（高井他 ,2012）。電動バイクを開発 ･ 生産 ･ 販売する BGC の「テ
ラモーターズ」（徳重 ,2013；石田 ,2015）は 2010 年設立、2012 年に海外進出した。ニッチ市
場での戦略的ポジショニングを実施している。原動力は社長の国際起業家精神に基づくスピー
ド経営である（中村 ,2013b）。手術用縫合針等医療器具製造のトップメーカーの「マニー株式




内共通語化としている（中村 ,2015）。「ジオ・サーチ」は 1989 年設立、翌年に世界初の路面下
空洞探査システムを開発 ･ 実用化した。道路下空洞や橋梁内劣化をスケルカ（透ける化）技術
を用いたインフラ ･ セキュリティー ･ サービスである。社長の起業家精神が原動力である（中







する姿勢が大切である（諏訪 ,2014）。1966 年設立の「ユニデン株式会社」は、電話 ･ 無線通
信機器製造会社である。経営戦略はトライアングルトレードである。日本で製品開発し、東南
アジアで製造して西欧で販売するビジネスモデルである（諏訪 ,2014）。「アルビレックス新潟




2002 年海外進出した。粘着剤や機能性フィルムの開発 ･ 製造加工企業である。輸出比率 9％か
ら 81％へ劇的に国内外比率を逆転し、ニッチ市場の国際展開を追求している。起業家精神に
高い技術の革新性を併せ持つ BaGC である（中道 ,2019）。「家田紙工」は創業 1889 年、美濃和




（感謝のリサイクル方程式）の連鎖と述べている（総務省 ,2015）。「ミドクラ」は 2010 年設立
し、ソフトウェア関連を商材に展開した。コンピューターリソースを買い取るのでなく、借り
たり必要なときに必要な分だけ購入するクラウドコンピューティング分野で活躍している（総
務省 ,2015）。1963 年創業の「長田廣告」は屋外 ･ 交通広告販売事業である。国内市場縮小と





支援する外部専門家の活用（柴原 ,2017）と地元 ･ 地域重視の経営（国内・進出先地域）である。
世界最大タイヤメーカーの「ブリヂストン」は 1931 年創業し、翌年に輸出・海外生産した。“戦
前のボーングローバル”といえる（今井 ,2018）。







事業概要     ■江戸元禄年間に創業。高齢経営者の後継不在により、地元飛騨高山で旅館業を営んでいた









■シンガポールで飛騨高山産品（飛騨牛 ･ 日本酒等）イベント参加。香港 ･ 台湾 ･ 中国 ･ タ






























■畜産の「6 次産業化」3：繁殖 ･ 飼育の 1 次産業、精肉加工 ･ 卸業の 2 次産業、飛騨牛販売





■台湾 ･ シンガポール ･ 香港 ･ タイに卸し肉の輸出。香港 Food Expo、日本食品フェアに出展
D 社（製造業）
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